
グレアム ･グリーンの『熊は救われた』について

On Graham Greene's The Bear Fell Free
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1935年､グレイソソ社から出版されたF熊は救

われた』rThebarFellF71ee)は285部のうち

署名と番号入りの250部が発売された｡わずか 18

ページ､ 391行､33段落からなるこの短編は女の

裏切りによるアント二一･ファラントの失敗の物

語である｡作品にはほぼ全編にわたって､段落ご

とに主人公ファレルを始めとする複数の登場人物

たちの記憶､感覚の組かな断片がファレルの意識､

無意識を通して示されている｡31段ではファレル

の連想が､13行に及ぶジョイスの内的独白として

表れている｡

この生の断片を一枚の地図またはジグソー･パ

ズルとして再構成することができれば､読者はフ

ァレルを通してグリーソの生に､あるいはグリー

ンランドに進入できるのではないか｡グリーンは

生の断片と全体像との関係について､F地図のな

い旅』(JourneymthoutMaps,1936)のエピ

グラフの中で次のように述べている｡

個人の生涯は多くの点で子どもが切り刻んだ

地図に似ている｡私は､もし最後まで知性を維

持して100歳まで生きられるとすれば､その断

片を結び合わせて適切な関連を持つ全体図にし

あげることができるように思う｡実際､他の人

々と同じように少数の繋がった断片と､それ以

上に多くの繋がっていない断片があるのに気が

ついているが､それらをいつかは適切に結びつ

けることができるだろう｡これらの断章の多く

は断片的なものに思われるが､いつかは全体像

の必要な一部ということができるだろう｡
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物語を通過する時間も ｢子どもの切り刻んだ地

図｣と同様に何層にも断裁されているが､グウェ

ソ･R.ボードマンが示すように､段落ごとに時

間の断片を過去 (カータ-が堅壕の中を死せる友

を探して胸壁を乗 り越える)､現在 (ファレルの

飛行前とその最中)､未来 (ファレルの墜死後バ

ロンとカーターが教会の入口にいる)の 3層に分

け､それに登場人物をはめこむなら､次のように

考えてよいだろう (数字は段落)0

1 Farrell Present 飛行中

2 Farrell Present 飛行中

3 Farrell Past 大西洋横断飛行を計画

4 Baron Past フ ァレルの記者による

取材を予告

5 Farrell Past 取材にたいする77レ

の反発

6 Farrell Present 宝鼓による金銭の無駄

使いを非難

7 Baron Past

8 Farrell Present 飛行風景

Carter Past

9 Carter Past

10 Carter Past

ll f､arrell Past

12 someone Past

13 Farrell Past
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77レルに友人として

助言

｢天候よし､離陸せiJ

と合図

77レルを激励

離陸直後野外大テント

に衝突しそうになる

パーティに招待された

女たちの大騒ぎの食べ

っぷり



14Carter Past

15Farrell Present

16Baron Past

Farrell Past

17Farrell Present

18Baron Past

19Baron Past

20CarteT Past

21Carter Past

/i-でバロンに77レル

の冒険心を賞賛

離陸直後救命ベルトを校

外-捨てる

ファレルの浪費を非難

雷雲接近

嵐の中に突入

パーティに来たことを後悔

酔いどれパーティに怒る

ファレルの冒険心を賞賛

第一次大戦での勇敢なカ

ーターの行為｡バロン､

選挙で最高得票を獲得

22someone

23Carter Future 戦没者記念礼拝に出席し､

Baron Future カーターはファレルの死

を悼む

24someone

25Mrs, FarrellPast

26Jane Future バロンの家にいてカータ

ーに電話

27Farrell Furure テディ熊がゆっくりと海

水につかる

28Farrell Present海面に衝突

29Carter Future 色あせたテディ熊を拾う

30Jane Future

31Farrell Past 内的独白としての会話の

■Present断片群

32Farrell Future ファレルの死

33 Future テディ熊生還

段落ごとに表される時間層と人物の登場回数

Past Present Future

Farrell 5 9 2

Carter 6 0 2

このようにして多数のイメージの断片を一枚の

地図にしあげ同時に､時間を過去､現在､未来-

の順序に並べ替えたとき､ファレルの物語は次の

ように了解される｡

ある地方のパブで買った宝鼓に当たったファレ

ルはその金を飛行機による大西洋横断に費やすこ

とを思いつき､壮行会と言うべき､野外パーティ

を開く｡シェリーに酔ったまま､彼は無謀な操縦
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をして海面に衝突して即死､テディ熊は生還する｡

ガール ･フレンドのジェーンは彼の友人のバロソ

と寝る｡翌日､バロンは浴室で死ぬ｡ジェーンは

カーターからファレルの飛行機に乗せたテディ熊

を返してくれと電話をする｡

31段のファレルによる内的独自は句読点なしに

13行に及ぶ｡

Allthevoicesallthetimetalking:indecent

littlerespectablelosthiswayhaveadrink

crazyabouteachotherjustbyaccidentlostthe

wayobviouslylostthewayfineyoungFarrel

bestfriendamanever0myGodit's Davis

gladyoucouldcomeMr.BaronkissmeHardy

fineyoungConwaybestfrienda三naneverKing

willreceiveyoudeadinhisbathmembersof

theBookSocietyitwillnotbewantedthese

sevenshallIgowithyouIwillcomewithyou

duckfoolduckreservemeaplaceoninnumera-

blepieces,butnopiecesevermislaid,… (省略)

この原文に句読点を補い､内的独自を書き替え

ると次のようになる｡

Allthevoicesallthetimetalking:suchan

indecentlittlerespectablephrasebook,losthis

way,haveadrink,wewerecrazyabouteach

other,Justbyaccidentlosttheway,obviously

losttheway,it'srimeoryoungFarrel,best

friendamanever,0myGod,it'sDavis,glad

youcouldcome,Mr.Baron,kissme,Hardy,

rimeyoungConway,bestfriendamanever,

Kingwillreceiveyou,deadinhisbath,recom-

mendedformembersoftheBookSociety,it

willnotbewantedtheseseven,shallIgowith

you,Iwillcomewillyou,duckfoolduckre-

servemeaplaceoninnumeraもlepieces,butno

piecesevermislaid,… (省略)

このように､indecentlittlerespectableは24段

から､baveadrinkは26段のジェーンの言葉から､

crazyabouteachotherも26段のジェーンの言葉

から､fineyoungFarrellは4段のカーターの賞

賛から､deadinhisbathは27段から､members

ortheBookSocietyは24段から､shallIgowith･

youとIwill･comewithyouは22段から引用され

ている｡



結末の33段の内省は当時グリーンが到達し得た

二重意識を統合した視点から語られている｡

生と死は同時に腐敗する｡産科病棟での罪の

意識と自殺､墾鼻での罪の意識と自殺､ジェー

ンのアパートでの罪の意識と自殺｡ (中略)す

べて起きてしまったことにたいする無意味な祈

り､過去を持たない無意味な記憶､未来のない

無意味な希望､終わりも始めもない無意味な愛｡

テディ熊は救われた｡

3

作者が､ ｢彼 (-7ントニー)は長兄--バー

トを理想化した人物だ｣と言うふうに自伝F脱出

路 』 (lVaysofBkGaPe,1980)の中で述べている

ファラントは苦痛､恐怖､絶望､汚辱など ｢成功｣

以外のすべての死の集合体を示し､--,i-トは

｢家族の者からどちらかといえは愛想づかしの憐

れみをかけられた失敗者｣であり､グリーンは30

年代にイギt)ス社会の一つの特徴となった文化とし

ての青春崇拝を信奉する ｢太陽の子たち｣である｡

ファラントが ｢私と同世代にとってこの本に影を

投げかけたイギリス国内の大恐慌と､ヒットラー

の撞頚とのために暗雲のたちこめた中間期｣の時

代に置かれているように､グリーンは､第一次大

戦後､父親の権威とイギリスの伝統が持つ ｢成熟｣､

｢責任感｣､ ｢大人｣という観念に反抗して自分

たちの新しい男性的な生活様式を生み出そうとす

る若い世代の一員だった｡

マーティソ･グリーンはグレ7ム ･グリーンに

ついて ｢観念的には彼は太陽の子たちの並はずれ

た態度を回避した｣が ｢つねに彼の傾向には太陽

の子たちの要素があった｣ことを指摘している｡

13歳のときからオックスフォード大学に入るまで

6年にわたり､父である校長のいるバーカムステ

ッド･スクールからも校長である父のいる家庭の

校長公舎からも締め出された体験が特異な精神形

成を少年期のグリ-ソに強いることになった｡

1939年に出版されたF綻なき道』(TheLawless

Roads,1939)のプロローグでグ1)-ソは次のよ

うに語っている｡

摩天楼､石段､朝早くから鳴るわれ鐘の音のす

る土地では恐怖､惜しみ､錠のないことに気が

つくのだった｡すさまじい残酷な行為が考え直

すこともなく行われた､初めて大人も子どもも

含めて本物の悪の性質を持つ人物に出会うのだ

った｡コソパスで拷問をするコリファックスが

いた｡ いかめしい三重の顎をもち､よごれたガ

ウンを着て､悪魔的な好色さをみせるクランド

ン先生､こういう高い所から悪がパーロウの方

-降 りてきた､彼の机にはつまらない写真-

芸術写真の広告がいっぱいあった｡彼らの幼年

の中に地獄があった｡

コリファックス､クランドン先生､パーロウが

現実にだれか､その仮名と実名の関係についてノ

ーマソ･シェリーは綿密な考証を行い､解き明か

している｡それによると､グリーソの･｢同年齢層

にたいする忠誠心と父や兄にたいする忠誠心｣の

両者の葛藤を巧みに利用して精神的拷問のシステ

ムを作 り出したコリファックスは､グレアムより

わずか数か月早く生まれたに過ぎないライオネル ･

アーサー ･カーター(LionelArthllrCarter,12

May1904-17May1971) である｡｢一種の悪魔
的な色欲の持ち主｣のクラソドン先生はF自伝 』

(ASo7lofLlfe,1971)に書かれている寮監の
シンプソン博士である｡

女の裸の写真を蒐集しているパーロウは､グリ

ーンがオックスフォード在学中に書いた作品でタ

イプ原稿として現存するAnthonySdnt(後に

PylDlogueioPilgn'nulgeと改題)ではPorter,F英
国は私をつくった』のGullieと名を変えているが､

実際はセント･ジョン寮の監督生のHensloweだ

ったというoシェリーはF事件の核心』(TheHea71

0ftheMatter,1951)のScobieはグ.)-ソがシニ

ラ･レオネで一緒に勤めていたBrodieであること

から､両者が同じ韻を踏んでいることに着目し､

ParlowとHensloweの同一性を指摘 している｡

-ソズロウほ航空機を対象とする優れたアマチ

ュア画家で､卒業生によれは､ ｢彼はいつもまわ

りにSpad､SE2とか他の措きにくい飛行機を措い

てくれとせがむ大勢の後輩を集めていた｣という｡

また自伝に登場するグリーンを裏切ってカーター

に加担したWatsonはAnthonySbntではHardy

の名で登場するが､現実にはWbeelerである｡自
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伝を発表した時期にはウィ-ラーはまだ健在だっ

た｡

コ1)ファックスの実名カータ-がグリーソの著

作の中でもっとも早く登場したのはF失われた幼

年時代』rTIleLostClu'ldhoodandOtherBksays)

が出版された1951年である｡

あの現実世界では-ソリー･カーティス卿の

ような人間になろうと夢見ても無駄だった｡し

かし何の得にもならない誠実さを棄て､友人を

裏切って不名誉を浴びせられ､裏切りさえも果

たせない者として死ぬことになったデラ･スカ

ラ- 彼の仮面の陰に隠れるほうが子供には易

しかった｡美男で忍耐強く悪の天才を持つヴィ

スコソティといえば私は彼が防虫剤の匂いのす

るモーニソグを着て何度も通るのを見たことが

あった｡その男の名がカーターである｡

4

始めカーターはグリーンにたいして ｢コソパス

で拷問を加えるコリファックスがいた｣と記され

ているように身体的な攻撃をしかけたが､しだい

にグリーンはカーターの拷問のシステムによって

二種の忠誠心の境界に追いこまれた｡シェリーは

｢グレアムはクラスメートの中で自分の存在を示

す何の策も持たなかった｡彼に関するすべてがオ

ストラシズムの原因であり､カーターにたいし攻

撃の材料を与えた- その変わった外観と話し方､

態度､運動競技や校内で最も賞賛される身体的技

偏の欠如｣と記している｡そのためグリーソはや

がて登校拒否の症状に陥る｡

後日､ロソドンのリッチモンドから精神分析の

治療を受けて学校-復帰したグリーソはそのとき

すでに友人を容易につくることができるようにな

ったため､ ｢カーターの支配は永遠に終り｣自分

が校内で ｢主流派にいる｣ことを知った｡

カーターはグリーンの作品中でさまざまな変型

として登場する｡F恐怖省』(TheMim'st7γOf

Fear,1943)のHilfeはアーサー･ロウにたいし､

ねこがねずみを捕らえるときのような変狩な策謀

を行う点で ｢いじめのためにいじめを楽しんでい

る｣性格をカーターと共有している｡バーカムス

テディアン誌に寄稿された ThePoet7yOfMod-
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ernLlfeは1921年5月､カーターの攻撃が一番

激しい頃に発表されたもので､グリーンの人間観

にたいするカ-クーの策略を扱っているという｡

5

カーターは同期生によれは､ ｢顔立ちがよく格

好がよく､若々しくて見た感じは当たりさわりの

ない｣人間だったという｡

F熊は救われた』ではカータ-はファラソトの

意識を通して､断片的に次のように想い起こされる｡

(1) 冒険好きの第一次大戦の元英国空軍将校｡

(2) ファレルの飛行に先立ち友人として気象条

件の調査からガソリソの調達まで一人でする｡

(3) 大西洋横断を企てるファレルの冒険を賞賛

する｡

(4) 妥協のない忠誠心､保守的な慣行､同窓会

を信奉する｡

(5) 堅壕の中を友人を探して胸壁を越える体験

を持ち､堅壕での友情を信じる男｡

(6) ファレル墜死後､テディ熊を海から救いあ

げたとき､ファラソトのガール ･フレソドの

ジェーンから返してくれとせがまれる｡

ジェーンはカーターに欲情をそそられたことを

バロンに告白する｡ ｢あれはカーターよ｡ねえ､

パーティで会ったのを覚えているでしょ｡もと将

校の｡ねえ､あの男が好きになっちゃった｣｡ボ

ードマソほ､ ｢ブルー･フィルム｣(̀TbeBlue

Film',1954)の主人公カーターが肩にあるあざの

ために妻に欲情を感じさせる人物であることを指

摘している｡その指摘はこちらのカーター対ジェ

ーンの関係にも成立する｡ジェーンはファレルを

裏切るが､その裏切りの遠田は友人のカーターに

ある｡テディ熊をファレルとジェーンに共通のイ

ノセンスとすれば､熊が､再びジェーンに返され

ると予想されるため､ファレルほジェ-ソのイノ

センスによって裏切られたと考えられないだろう

か｡作者は結末の扱いの意味を唆味にしているも

のの､この作品は以後作者が切 り拓 く女のイノセ

ンスによる裏切り (たとえはイノセソトなマリー

によるケ1)--の裏切り)という新たなテーマの

開花を予感させている｡

註 TheBearFellFreeの引用は1977年に出版の

NorwoodEditionsによる復刻版から｡

(1990.6.21受理)


